
トランスコスモス（タイ） 

バンコク移住について調査結果 
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（調査期間：2018年8月15日～2018年8月23日実施） 



1．タイで働くきっかけ。入社前渡航歴 
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タイで働くきっかけはタイへ移住をしたい、海外で就職をしたい思いが行動させたと
いう結果。少数派の意見であっても根底には海外（タイ）で就職・移住ということを
したいという思いがあったのではないでしょうか。 
 
中にはちょっと訳ありな感じの回答もありますが、元々はタイへ移住をしたい、海外
で就職をしたいという強い思いががあったからこそ実現しているのではないでしょう
か。 

1-1.タイで働くきっかけ 

※複数回答あり 



トランスコスモス（タイ）でよかったことはVISAやWP（労働許可証）等が充実して
いるがダントツ。続いて、立地・交通の便がいい、職場内の人間関係等が回答が上位。 
又、休日の取得が取りやすい、早く帰れるといった勤務条件の柔軟さでON/OFFの切り
替えができることも魅力の一つかな。 

2．TCTでよかったこと。TCTと住みやすさ満足度。 
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2-1.TCTでよかったこと 

※複数回答あり 

2-2.バンコク暮らしの満足度 

バンコクの住みやすさの満足度は回
答者の90%以上の方が満足と回答。
男女での差はほとんどない。 
それそれが快適に過ごされているこ
とが分かった。 



コールセンター経験は約7割の方がない。 
海外移住に興味を持った方がネット検索やSNS・友人等の紹介を通じて就職先を探し、
バンコク移住へとたどりついた感じです 
 

3．コールセンター経験。渡航歴。 
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3-1.性別/滞在歴（人） 

3-2.性別/コールセンター経験（人） 

3-3.入社前渡航回数 

入社前渡航回数で0回の人が1割以上いらっしゃ
る。意外と多い結果。初めての海外が旅行では
なく移住をする決意がすごい!!! 



タイと日本、どっちが住みやすい!!! 
結果はタイの方が住みやすいとう結果。 
タイがいいは38％越えでどちらも好きを入れれば82％以上となります。日本がい
いと答えた方は全体の10％弱、どちらも好きを入れても55%程度となり圧倒的
にタイのほうが暮らしやすいという結果となっています。 

4．住みやすさ。バンコク暮らしの長所・短所。 
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4-2.バンコク暮らしでの長所・短所（人） 

4-1.タイと日本、どっちが住みやすい 

※複数回答あり 



普段の休日の過ごし方はは「家でのんびり・寝る」という回答が一番多い。 
上位の回答では家でのんびりやショッピングやお出かけになる回答が多い。運動等をさ
れる方もいるが少数派であった。 
行動を分類すると自宅でのんびり派と街に出かけショッピングや食べ歩き派と小旅行を
楽しむ派に分かれる結果。あなたはどっち派かな？ 
 
タイ国外へ旅行される方は回答者の6割程度。各プロジェクトの閑散期や年末年始の一
斉休暇を利用しているのではないでしょうか。 
タイ国内で宿泊を伴う旅行は回答者の8割以上で日帰り旅行（71%）をする回答より多
かった。 

5-1．休日の過ごし方① 
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5-1.普段の休日の過ごし方（人） 5-2.国外旅行回数（回/年） 

5-3.国内宿泊旅行回数（回/年） 

5-4.国内日帰り旅行回数（回/年） 

※複数回答あり 



おすすめの行き先としてラオス、ミャンマーが人気。その以外ではベトナム・インド・
カンボジア。マレーシア・シンガポールとなる。アジア以外の国をおすすめとする回答
は少数派。 
タイ国内旅行（宿泊あり）はパタヤ・サメット島、ホアヒン、チェンマイが多数派。 
タイ国内旅行（日帰り）もパタヤ、アユタヤをおすすめされる方が多い。 
国内旅行では宿泊を伴う場合は海に関することころが多く、日帰りではバンコク周辺の
観光地やパタヤが人気ってところです。 
聞きなれない地名も多くあり一度みなさんも、googleって見てください。 
後日、Blogかなんかでも特集できたらと思っています。（あくまでも予定ですが） 
日本への一時帰国は年1回が最も多く、回答の6割程度であった。全く帰国されない方
は2割程度。 
 

5-2．休日の過ごし方② 
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5-5.おすすめのタイ国外旅行 5-6.国外旅行（宿泊） 5-7.国外旅行（日帰り） 

5-8.帰国回数（回/年） 

※複数回答あり 



習い事している方はタイ語で数名のみ。 
通いたい習い事はタイ語・英語・料理教室・ソープカーヴィングとさまざま。 
語学に関しては通うのではなく自宅で独学するのがメインではないでしょうか。 
タイではは日本にはない本格的なタイマッサージやタイ料理の料理学校やムエタイ
なんかもありますよね。 
語学学校やその他のスクール関係で詳しい情報やおすすめなんかあれば一報くださ
い。 
 

6．語学について。習い事について。 
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語学についてはタイ語・英語では同じような結果。日常会話についてはタイ語のほうが
多い。住んでいる間に自然と身についたかも。 
 6-1.語学レベルについて（人） 



タイ暮らしに関する情報源はNET検索がダントツ。回答者の65%の方が回答。休憩
時間や電車の中で時間があるときに簡単にで。 
続いてはフリーペーパーとなっている。 
新聞離れといわれている現代であるにもかかわらずみなさんWiseやDACOを見てい
るんだね。中でも週1回、最大発行部数を誇るwiseが一番人気かな。 
10年ぐらい前だと、海外の観光地に行くと｢地球の歩き方｣を持っている人を良く見
かけ「日本人がいた」って感じだったけど、今ではほとんど見かけなくなったね。 

7．タイ生活に関する情報の収集源 

 
よく見ているSNSはFACEBOOKがダントツ。最近は減少傾向といわれているがまだ
まだ健在だね。 
トランスコスモス（タイ）でもBlogとtwitterのアカウントがあり、ちょくちょく更
新されているのでたまには見にきてね。 
｢バンコクで働こ｣で検索すると、直ぐに出てくるから。。。。 
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7-1.タイ暮らしの情報源（人） 7-3.よくみるSNS（人） 

※複数回答あり ※複数回答あり 



回答していただいた方のバンコク暮らしでの経験値はまちまちではあるが役に立つ意見がいっ
ぱいあるはずです。 
長所・短所は紙一重。同じ内容であっても受ける側の感じ方や見方で間逆になります。 
今回は皆さんからの意見をそのままの原文のままで掲載しました。これからタイ・バンコクへ
移住される方や今、住んでいる方への参考になるのではないでしょうか。 
 

8．これからバンコクへこられる方への一言 
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9．まとめ 
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移住という今回のテーマで見えてきたのは人それぞれで感じ方が変わるということ
がわかる。 
タイの暮らしで感じた長所・短所で顕著に現れている。例えば人がおおらかでアバ
ウトなこところが好きと答えた方がいる反面、適当なところ・いい加減ところが嫌
だと回答される方がいる。これは見方を変えるだけで短所も長所に見えてくるので
しょうね。 
 
又、移住を決意されたきっかけは海外で仕事をしたい、移住をしたいという自身の
強い思いで行動されたことが伝わる。渡航経験は少なく中には0回で海外旅行の経
験もなく、オペレーターとしての経験もなく、現地の語学力もほとんどないが移住
をされていることにとても強い決意があったことが感じられる。 
 
これからこられる方でタイにこられたことのない方はどんな決意と思いで来られる
のかな？ 
 
料理が美味しく、天候は暖かく、人は穏やかな人が多いが感じかな。 
 
“郷に入れば郷に従え”のように今居る場所の流れに逆らわなければきっと素晴らし
い移住生活があるでしょう。 
 
いずれにしろ、皆さんの見方や感じ方で長所にも短所にも見えます。バンコクで快
適に過ごすにはみなさんの気持ちの持ち方で一つです。 
 
 
 
 


